
はIgGlが3例,IgMが1例.L鎖は全て〝銃であっ
た.それらが認識する抗原は,59KDと68KDの

分子血を持つと推定された.抗原の細胞あるいは

組紙特異性については現在も検索を続けているが,

神経芽細胞腫に特只的なものと,より広いすなわ

ち,特異性の低いものとがあるようだO平成4年

度の共同利用研究においてはこの点を調べる予定

である｡

(2) ニホンザル神経系の培養について

ニホンザル成獣の脳より細胞を分離,inuitro

での長那吾養を試みた｡顕微鏡下での観察による

と,ニーロン,グリア,線維芽細胞様の細胞が見

られた｡培養後約3週間程でニューロン様の細胞

は見えなくなったが,GFAP陽性細胞は2カ月

以上確認された.これらの培養標本と上記単クロ

ン抗体を併せ解析を進めている｡

自由:16

霊長矧こおけるぺプチジルアルギニンディミナー

ゼ (PAD)とその反応産物の動態の研究

千秋達雄 (東京都老人研 ･細胞化学)

PADは,タンパク質中のアルギニンをシトル

リンに変換する酵素である｡ラット下垂体におい

てはプロラクチン細胞に局在し,顕著な性差と性

周期依存性を示す｡ニホンザル下垂体では,雌雄

ともPADはほとんど検出されなかったが,脳で

は有意な塁が検出された (平成2年度共同利用研

究報告)0 PADの生捧内機能は未だ不明である

が,軍者らの開発した微塁検出法を用いて,サル

脳ホモジェネート中に分子塁約50,000のシトルリ

ンを含むタンパク質が見つかった｡そこで本年度

は,このタンパク質の同定と脳内局在部位の検討

を試みた｡深麻酔下に脱血殺したニホンザルの脳

を切出し.氷水で急冷後,前頭前野,運動野,体

性感覚野,下側頭回,視覚野,海馬,被殻,尾状

核,視床,視床下部.小脳を採取し,ドライアイ

スで凍結した｡これを冷却下に凍結粉末とし,袷

暗エタノールで脱脂後.SDSゲル同気泳動で分

別し,ニトロセルロース膜にプロットした｡股上

のタンパク質のシトルリン技益に特異的修飾反応

を行ってから.修飾されたシトルリン残基に特異

的に結合するウサギ抗体,ペルオキシダーゼ捺識

節二抗体をかけ,ルミノールを基質として化学発

光法で検出を行った｡この方法で検出された主要

なバンドの移動皮は,グリア繊維酸性タンパク質

(GFAP)のそれと一致した｡そこで,同様に

プロットした股上でPADとGFAPの検出も行っ

て3種のバンドについて脳領域間で相対強度を比

較した｡その結凪 GFAPについては調べたどの

個体でも領域間で田野な差は見られなかったが,

シトルリン含有タンパク質については前頭前野,

視覚野.尾状核,視鼠 視床下部.小脳などで陽

性バンドが見られたが,相対強皮は個体間でまち

まちで,必ずしもPADのバンド強皮とも対応し

なかった.GFAPは,試験口内でも10~CのCa2十

が存在すると容易にPADによる修飾を受けるの

で,検出されたバンドが生体内に元からあったと

断定するのは時期尚早である.今E)得られた結果

からは,PADが脱血殺後に起こるような生理的

条件の変化があった時に活性化されて働く酵素で,

その虚血条件下での細胞 ･組枯障害との関わりが

示唆された｡

自由:17

霊長類の下垂体隆起薬の構造と機能の解析

太田 吉彦 (静岡大 ･理)

ニホンザルを材料としたこれまでの研究により,

膜性下垂体の隆起糞には甲状腺刺激ホルモン (T

SH)及び生枯腺刺激ホルモン(GTH)免疫陽

性細胞の存在することが確かめられた｡本年度の

研究は,TSH並びにGTH免疫陽性細胞の機能

調節機構をあさらかにするため,視床下部との関

連性について光学並びに電子顕微鏡レベルで解析

を行った｡

ニホンザルの隆起葉は神経性下垂体の基部をと

りかこんで存在する上皮性の腺細胞から構成され

ている｡免疫組織化学的検索の結果,TSH細胞

はやや小型で角ぼっているのに対し,GTH細胞

は大型で栢円状の細胞であることが確かめられた｡

両細胞とも隆起頚全体に散在している机 特に正

中隆起に接する部位に比較的多くみられるo馬子

田微銃で観察した結一札 隆起丑を構成する細胞の

多くは細胞質内に琉粒を含まない無項粒細胞であ

るが.このほかに特徴的な暗調頬粒を含む頬粒細

胞が少数混在している｡琉粒の形状から,平均直

径170nmの小型頬粒のみを含む細胞と350nmの大

型琉粒を多塁に含む2型の細胞が識別されたo

隆起葉と視床下部の正中隆起との問には,比較
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